
































































































































































































































































































































































































阪南論集　社会科学編66 Vol. 39 No. 1
第６章　21世紀の関西電力
　21世紀にはいって，関西電力の経営環境は厳
しさを増しているが，同社では新世紀に向けて
策定した中期計画を着実に実行して，「新しい
夢を生み出すために関西電力は動き始めます」
を合言葉に新たな発展を示すよう努力を続ける
ことが強調されて，本書の結びとなっている。
まとめ
　関西電力は社史の刊行に熱心な企業である。
『関西電力の10年』以後，ほぼ10年毎に刊行し
ており，昭和62年には地域電気事業史として，
『関西地方電気事業百年史』を発行している。
本書は同社の50年を記念して，それらの社史な
どをまとめて発行された力作と言えよう。それ
はヴォリュームの点でも，記述内容の質におい
ても言えることであろう。
　本書は単に関西電力成立以後の同社の歴史を
記述したものではなく，それ以前の地域史側面
を持っている。この点は『関西地方電気事業百
年史』の成果をふまえたものと言えよう。した
がって，本書は関西電力の歴史と現況を理解す
るためにだけにではなく，関西地方の歴史とく
に経済史を学ぶためにも必読の文献となろう。
　ただし力作といっても完璧なものは望み得な
い。本書の問題点もいくつか指摘しておこう。
　１つは，日本経済の発展段階に応じて同社が
経営方針をいかに変更し，それがいかなる成果
を同社にもたらしたかが，いま１つ明確になっ
ていないと思われる点である。たとえば同社は
電力企業でもっとも早く TQC運動に取り組ん
だ企業だとされている。しかし，同運動の内容
がいかなるものであり，その成果がどのような
形で同社の経営に反映したのかが明確でないよ
うに思われる。同様のことは，関西電力が数多
く策定した中長期計画についても言えよう。
　次の問題点は本書の記述が技術的側面に少々
かたよっていると思われることである。評者の
勉強不足も大きな原因であろうが，記述内容の
理解に困難を感ずることがしばしばあった。評
者のような経営史研究者や学界とは関係のない
一般の読者にどのように受け取られるであろう
か。これは研究書ではない「社史」の執筆にあ
たって問題とされるべきであろう。
　最後に上の問題と関連して，本書の量につい
て述べておきたい。上述のように本書は量の面
でも力作である。ただしそれも程度問題であろ
う。理解の困難な技術的側面が内容の中心とな
っている書物を1,000 ページ読み通すのは，な
みたいていの努力では不可能である。一企業の
社史として刊行された本書はいかなる層の読者
を期待しているのだろうか。
（2003年５月７日受付）
関西電力株式会社『関西電力五十年史』
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